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 あけましておめでとうございます。 

新しい年になり、学年末や卒業シーズンに向かってあわただしい日々が続きます。１月２４日から３０

日は全国学校給食週間です。子どもたちと共に学校給食の歴史や意義を振り返る機会です。健康な体を育

み、大切な食文化を未来に伝えていく学校給食の役割についてあらためて考える１週間としましょう。ま

た、冬になると、必ずかぜをひくという人もいるのではないでしょうか。「かぜは万病の元」といわれてい

ます。たかが「かぜ」と思わずに、しっかり予防して元気に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

明治２２年 

おにぎり 塩ざけ  

菜の漬物 

昭和２０年 

ミルク（脱脂粉乳）  

みそ汁 

昭和２７年 

コッペパン ﾐﾙｸ（脱脂粉

乳） 鯨肉の竜田揚げ  

せんキャベツ ジャム 

カレーライス 牛乳 塩もみ 

果物（バナナ） スープ 

昭和５２年 現在の給食 

地場産物を活用したさま

ざまな献立がつくられて

います。 

ソフトめんのカレーあんか

け 牛乳 甘酢あえ 果物

（黄桃） チーズ 

昭和４０年 

1796年ドイツのミュンヘンで、貧しい家の子どもの救済と就学の

奨励のために給食を実施したのが世界で一番はじめの学校給食とい

われています。やがて、 1849年パリ、 1855年ニューヨーク、 1864年

ロンドン、 1887年ジュネーブ…と世界各地ではじまりました。そし

て、 1889（明治 22）年 10月山形県鶴岡市私立忠愛小学校（大督寺

内）で弁当を持って来られない児童のために「おにぎり・焼き魚・

漬物」の給食を用意したのが日本の学校給食のはじまりです。  

やがてからだの弱い子や学校に来られない児童救済のために全国

各地で給食が実施されるようになりましたが、戦争が激しくなると

給食は中断されました。  

第 2次世界大戦後、食糧事情は大変ひどく、栄養不足の子どもを

救うため各国からの援助をもとに給食が再開されました（ 1946年 12

月 24日）。この援助はユニセフを通じて 1964（昭和 39）年まで続け

られました。  

そして今、日本は大変豊かな国になりました。お金さえ出せば何

でもいつでも手に入ります。そのため栄養に気をつけ、好ききらい

などを減らし、健康なからだになろうということより、「簡単」で

「食べものもおしゃれでカッコイイものに」という人も増えている

ようです。  

食べることは、わたしたちの心とからだに力をわきたたせる源で

す。毎日何気なく食べている給食ですが、その陰には多くの人の働

きや力があること、そして食べることの大切さを考えるきっかけに

なればと思っています。  

【給食の歴史】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かぜの予防 

５つのポイント 

熱が高い時や吐き気がある時など、食欲がなくなって

しまう場合もありますが、何も食べないでいると、体

がどんどん衰弱してしまいます。食べられるものから

少しずつでも食べるようにしましょう。野菜などをた

くさん使ったスープ類は、胃にやさしく栄養価も高い

ので最適です。かぜを早く治すためには、少しずつで

も食べることが大切です。 

石けんをよく泡立てて、手のひらや手の甲をしっかり洗います。忘れがちな指と指の間、つめ、手首

もよく洗って、水で洗い流します。水が冷たくてもしっかりと！ 


